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小
田
急
線
相
武
台
前
駅
は
、
市

内
で
最
も
重
要
な
交
通
軸
と
な
る

地
域
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
周
辺
の
環
境
整
備
は
、
座
間

市
の
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
整
備
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
安
全

対
策
が
行
き
届
か
な
い
箇
所
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

相
武
台
前
駅
の
北
口
と
南
口
を

結
ぶ
相
武
台
前
１
号
踏
切
か
ら
相

武
台
南
口
３
差
路
ま
で
は
、
現
在
、

交
通
量
が
多
い
狭
隘
な
幹
線
道
路

で
す
が
、
歩
道
確
保
に
向
け
た
地

権
者
と
の
用
地
取
得
交
渉
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
５
号
線
は
昭
和
31

年
に
都
市
計
画
道
路
緑
ケ
丘
林
間

線
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

小
田
急
線
相
武
台

前
１
号
踏
切
か
ら
相
武
台
前
駅
南

口
ま
で
の
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル
は
、

地
権
者
に
継
続
し
て
粘
り
強
く
用

地
協
力
の
お
願
い
を
し
、
平
成
26

年
度
に
用
地
協
力
へ
の
前
向
き
な

回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
用

地
取
得
が
整
っ
た
箇
所
か
ら
、
歩

道
設
置
等
の
道
路
改
良
工
事
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
小
田
急
線
相

武
台
前
駅
南
口
付
近
の
市
道
５
号

線
と
市
道
15
号
線
と
の
交
差
点
部

分
の
改
良
を
行
い
、
歩
行
者
や
交

通
弱
者
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

相
武
台
前
駅
周
辺
道
路
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

　

９
月
か
ら
試
行
で
開
始
し
た
委

託
調
理
の
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
型
の

中
学
校
給
食
は
、
委
託
調
理
業
者

に
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
野
菜
は
全
て
カ
ッ
ト

野
菜
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
カ
ッ
ト
野
菜
に
は
、
殺
菌
剤

と
し
て
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
予
防
原
則

に
立
つ
学
校
給
食
の
観
点
か
ら
は

問
題
で
あ
り
、
自
校
調
理
方
式
で

は
扱
わ
な
い
カ
ッ
ト
野
菜
は
使
用

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

カ
ッ
ト
野
菜
製
造
事
業
者
が
本

市
の
学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
に

選
定
さ
れ
た
業
者
選
定
委
員
会
で

の
議
論
に
つ
い
て
、
ま
た
、
カ
ッ

ト
野
菜
を
使
わ
な
い
場
合
、
調
理

委
託
費
や
保
護
者
の
負
担
金
は
変

わ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
カ
ッ
ト
野

菜
で
は
な
く
、
学
校
給
食
と
し
て

あ
る
べ
き
食
材
を
使
用
す
る
よ
う
、

同
調
理
業
者
に
委
託
し
て
い
る
海

老
名
市
、
相
模
原
市
、
藤
沢
市
と

連
携
し
て
、
調
理
施
設
、
設
備
の

改
善
を
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

市
栄
養
士
・
市
職
員

が
事
業
所
の
視
察
を
行
い
、
業
者

選
定
委
員
会
に
概
要
等
の
説
明
を

し
ま
し
た
が
、
特
に
異
論
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ッ
ト
野
菜
の

使
用
は
委
託
業
者
の
判
断
で
す
が
、

委
託
金
と
保
護
者
の
負
担
金
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
改
善
に
つ

い
て
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
他
市
と
連
携
し
て
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
体
操
に
つ
い
て
、
以

前
の
一
般
質
問
で
、
体
操
を
通
じ

て
元
気
に
な
っ
た
高
齢
者
が
教
え

る
側
に
回
る
こ
と
で
取
り
組
み
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
茨
城
県
の
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
紹
介
し
、

導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
の
各
自
治
体
で
は

独
自
の
介
護
予
防
体
操
へ
の
取
り

組
み
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
介
護

予
防
体
操
は
早
期
に
取
り
組
む
ほ

ど
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
の
良

い
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
も
介
護
予
防
体

操
を
作
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
製
な
ど

普
及
、
推
進
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
元
気
に
生
活
し
暮
ら

せ
る
こ
と
が
、
家
庭
に
お
い
て
も
、

本
市
に
と
っ
て
も
元
気
の
源
と
な

り
ま
す
。
健
康
寿
命
増
進
の
た
め

に
も
早
期
の
取
り
組
み
、
推
進
体

制
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
ま
す
。
本
市
で
も
、
簡
単
で

誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
効
果
的
な

介
護
予
防
体
操
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
介
護
予
防
体
操

の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

介
護
予
防
体
操
は
、

指
導
者
が
い
な
く
て
も
介
護
予
防

に
役
立
つ
運
動
が
で
き
、
地
域
で

自
主
的
に
介
護
予
防
活
動
の
活
性

化
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
導

入
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
平
成
28
年
度
に
専
門
家

に
よ
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

年
度
内
に
体
操
を
つ
く
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

カ
ッ
ト
野
菜
で
は
な
く

学
校
給
食
と
し
て
の
食
材
の
使
用
を
！

　

南
東
部
地
区
総
合
交
通
対
策
事

業
で
取
り
組
む
市
道
38
号
線
、
小

松
原
交
差
点
の
改
良
な
ど
は
、
平

成
28
年
秋
以
降
に
予
定
し
て
い
る

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
開
業
と
と
も
に
、

周
辺
住
民
の
方
に
と
っ
て
関
心
の

高
い
事
項
で
す
。
現
時
点
で
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
道
38
号
線
は
、

交
通
管
理
者
と
の
協
議
が
終
了
し
、

車
両
の
交
互
通
行
確
保
の
た
め
、

用
地
協
力
い
た
だ
い
た
箇
所
付
近

で
の
道
路
改
良
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
道
11
号
線
と
の
交
差
点

へ
の
信
号
機
設
置
も
含
め
た
協
議

が
調
っ
て
お
り
、
周
辺
道
路
改
良

工
事
が
進
ん
だ
時
点
で
信
号
機
の

設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。
用
地
取

得
は
、
事
業
に
関
係
す
る
全
地
権

者
22
名
に
協
力
の
お
願
い
を
し
、

12
名
か
ら
内
諾
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
は
用
地
取
得
で
き
た
箇
所
か

ら
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
松
原
交
差
点
改
良
事
業
で
は
、

平
成
26
年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、

道
路
交
通
管
理
者
や
県
道
管
理
者
、

地
権
者
な
ど
に
事
業
内
容
を
説
明

し
、
一
定
の
理
解
を
得
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
管
理
者
で
あ
る
所
轄
警

察
と
は
内
容
に
つ
い
て
あ
る
程
度

の
合
意
が
得
ら
れ
、
現
在
は
県
警

本
部
と
の
協
議
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
用
地
取
得
は
、
関
係
地
権
者

９
名
に
事
業
内
容
を
説
明
し
、
い

ず
れ
の
方
か
ら
も
前
向
き
な
回
答

を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
早
期
に
改
良
整
備
が
行

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

義
務
教
育
学
区
制
に
つ
い
て

　

義
務
教
育
学
区
制
は
、
学
区
を

設
け
て
学
校
を
設
置
し
、
そ
の
学

区
内
の
児
童
・
生
徒
を
決
ま
っ
た

学
校
に
通
学
さ
せ
る
制
度
と
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
学
区
を
ど
の
よ

う
な
基
準
で
定
め
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
え
ば
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
四
ツ
谷
地
区
を

全
て
入
谷
小
学
校
の
学
区
と
す
る

な
ど
の
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

学
校
教
育
法
施
行
令

第
５
条
第
２
項
で
は
、
市
町
村
の

教
育
委
員
会
は
、
設
置
す
る
小
学

校
又
は
中
学
校
が
２
校
以
上
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
就
学
予
定
者

の
就
学
す
べ
き
小
学
校
又
は
中
学

校
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
座
間
市
立
学
校
通
学
区
域
規

則
を
定
め
て
学
区
を
制
定
し
て
い

ま
す
。

　

入
谷
小
学
校
の
学
校
規
模
は
普

通
級
15
ク
ラ
ス
、
特
別
支
援
級
３

ク
ラ
ス
で
、
学
校
規
模
の
標
準
で

あ
る
12
学
級
以
上
18
学
級
以
下
の

中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
学
区
を
再
編
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
児
童
数
の
増
減
を
注
視
し
て
、

問
題
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
学

区
の
再
編
も
含
め
、
検
討
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
も

十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
道
38
号
線
の
道
路
拡
幅
工
事

と
、
市
道
38
号
線
と
市
道
栗
原
26

号
線
と
の
交
差
部
分
か
ら
38
号
線

に
沿
っ
て
北
に
広
が
る
緑
地
帯
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
乗
馬
ク
ラ
ブ

の
北
側
に
あ
る
霊
園
や
廃
棄
物
関

係
会
社
の
前
の
緑
地
帯
で
、
公
園

緑
政
課
が
所
管
す
る
「
広
野
台
２

丁
目
緑
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

相
武
台
前
駅
周
辺
や
広
野
台
地
区

か
ら
来
て
こ
の
あ
た
り
を
散
歩
さ

れ
る
方
々
か
ら
は
、「
ち
ょ
う
ど
散

歩
し
て
帰
っ
て
く
る
中
間
地
点
と

な
る
の
で
、
こ
の
緑
地
帯
に
ベ
ン

チ
を
ぜ
ひ
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
道

38
号
線
を
９
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
「
広

野
台
２
丁
目
緑
地
」
の
一
部
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
ベ
ン

チ
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
、
市
道
38
号
線
の
整
備

に
よ
り
「
広
野
台
２
丁
目
緑
地
」

の
一
部
が
ど
の
よ
う
に
削
ら
れ
て

し
ま
う
の
か
、
ま
た
、
市
道
38
号

線
沿
い
の
「
広
野
台
２
丁
目
緑

地
」
に
ベ
ン
チ
が
ど
の
よ
う
に
設

置
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

広
野
台
２
丁
目
の

緑
地
帯
に
つ
い
て
は
、
１
２
９

０
・
55
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約

２
２
１
平
方
メ
ー
ト
ル
を
道
路
用

地
と
し
て
活
用
し
、
道
路
改
良
工

事
に
あ
わ
せ
、
残
っ
た
緑
地
部
分

に
市
民
の
休
憩
場
所
と
な
り
防
災

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
ベ
ン
チ
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　12
月
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審

査
し
た
陳
情
は
、
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

◎

　採
択

　陳
情
第
42
号

　外
国
人
の
扶
養

控
除
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　陳
情
第
44
号

　安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　陳
情
第
48
号

　沖
縄
県
の
米
軍

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
の

早
期
実
現
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
整

理
縮
小
及
び
負
担
軽
減
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◎

　不
採
択

　

陳
情
第
46
号

　国
に
私
学
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　陳
情
第
47
号

　神
奈
川
県
に
私

学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　陳
情
第
49
号

　地
方
自
治
の
堅

持
・
尊
重
に
つ
い
て
の
陳
情

◎

　継
続
審
査

　

陳
情
第
22
号　

子
宮
頸
が
ん
検

診
対
策
の
充
実
を
促
進
し
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
子

供
た
ち
へ
の
調
査
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
23
号　

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
事
業
の
一
時
中
止
を
求
め
、

早
急
な
調
査
を
開
始
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
陳
情

　

陳
情
第
35
号　

座
間
市
議
会
議

員
定
数
削
減
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第
41
号　

民
意
を
狭
め
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
弱
め
る
議
員
定
数

削
減
に
反
対
し
、
よ
り
充
実
し
た

議
会
活
動
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第
45
号　

介
護
従
事
者
の

勤
務
環
境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

松
橋

　淳
郎
　議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

加
藤

　陽
子
　議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

長
谷
川

　光
　議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

座
間
市
の

介
護
予
防
体
操
の
早
期
導
入
を

小
野

　た
づ
子
　議
員
《
公
明
党
》

イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
業
に
向
け

着
々
と
進
む
周
辺
道
路
の
整
備

市
道
38
号
線
沿
い
の

広
野
台
２
丁
目
緑
地
に
ベ
ン
チ
設
置
を

竹
田

　陽
介
　議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

守
谷

　浩
一
　議
員
《
日
本
共
産
党
》


